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 本研究の目的は，通信制高校の数学指導における困難さや実践の実態を明らかにすることである．

公立通信制高校の数学科教員 9 名を対象にフォーカス・グループを実施し，質的な分析を行った．そ

の結果，通信制高校の数学指導には，「レポートによる自学自習が中心」や「面接指導の時間数が少な

い」といった制度上の特徴，「不登校経験」や「学力層の幅広さ」，および「算数のつまずき」といっ

た生徒の特徴が，指導の困難さにつながる要因として挙げられた．これらの要因により，「印刷教材に

よる自学自習支援の限界」や「様々な個人差への対応」など，数学指導における多様な困難さが生じ

ていた．これらの困難さを克服するために，「デジタル教材の充実化」や，面接指導内外での個別支援

などの実践的な工夫が行われていた． 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/article/jsser/39/2/39_No_2_240221/_article/-char/ja 
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